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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、2012 年（平成 24 年）5 月 10 日の決算発表時に公表した 2013 年（平成 25 年）3 月期（2012 年 4
月 1 日～2013 年 3 月 31 日）の連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
1. 2013 年(平成 25 年)3 月期(2012 年 4 月 1 日～2013 年 3 月 31 日)の連結業績予想数値の修正 
(1)連結業績予想数値の修正 
  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり 
当期純利益 

 
前 回 発 表 予 想 

 
(A) 

百万円 
63,500 

百万円 
6,350 

百万円 
6,550 

百万円 
3,500 

円 
149.70 

今 回 修 正 予 想 (B) 60,000 5,600 5,800 3,400 145.42 
増 減 額 (B)－(A) △3,500 △750 △750 △100 ― 
増 減 率 (％) △5.5 △11.8 △11.5 △2.9 ― 
参考: 前期実績(2012 年 3 月期) 59,801 6,050 6,308 3,299 141.11 
 
 
2.連結業績予想の修正理由について 
 

当第 2 四半期累計期間業績は、海外事業がインドネシアを中心に好調に推移したものの、国内におけるペーパー商品や

制汗剤等の夏シーズン品が天候要因や競争環境の激化により伸び悩んだことによる売上の減少が大きく影響し、売上高、

営業利益および経常利益が、当初の業績予想を大きく下回る結果となりました。 
下半期においては、国内市場の低迷などによる国内売上の不振や、想定以上の円高、現地通貨安の進行による為替のマ

イナス影響の更なる拡大が予想されます。また好調な海外事業を中心に成長維持・拡大に向けたマーケティング費用の投

下を行います。 
これらの状況および取り組みを踏まえ、通期の業績予想を上記のとおり修正いたします。 

 
(注)上記の業績予想は、当社が現時点での入手可能な情報から得た判断に基づく将来の予想であり、実際の業績は様々 
な要素により、これらの業績予想とは大きく異なる結果となる可能性があります。 
 
 
 
 
 

以上 


